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§１．研究成果の概要 

本研究課題では近似計算技術とヒューマンコンピュータインタラクション技術の融合により、実行

時に適切な近似度で計算を行うコンピューティング基盤を開発する。この目標に向け、i)適切な近

似度推定技術、ii)同じプログラムを実行時に多段階に近似度を変化させて実行する技術、iii)これ

らを効率的に実行するアーキテクチャ技術の 3 つのサブテーマを設定し、並行して開発を進めて

いる。2021 年度の研究では以下のような成果が得られた。まず、適切な近似度推定技術ではユ

ーザ視線情報に着目し、従来の誤差指標による近似度調整よりもさらに踏み込んだ計算量削減を

可能とするアプローチを検討、視線情報を利用した適応型近似動画エンコーダを提案・実装した。

多段階近似度調整技術では、このプロジェクトで提案中の SIA のコンパイラ面、マイクロアーキテ

クチャ面の実装拡充を行った。アーキテクチャ技術では SIA を効果的に加速する新しい命令クラ

ス「確率的分岐命令」および近似ロード機能を実装する高性能 o-o-o プロセッサ RTL 実装し

FPGA 上でソフトコアとしての動作を確認した。これらの成果は国際会議 IEEE Int. Conf. on 
Computer Design 2021 での 2 件の発表をはじめとして国内外で発表されている。動的近似実

行を可能とするコンパイラの論文はＦＩＴ船井ベストペーパ賞に選ばれ、FIT2021 で表彰された。ま

た、本プロジェクトの研究成果である Loop Body Switching に関する特許が PCT 出願となって

いる。 
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